
ミュージアムの
デジタルアーカイブ
その現状と未来像
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三次元デジタルデータ
の概要とその活用事例

物館や美術館が所蔵する貴重な文化財や

調査・研究成果を広く一般に公開し、地域の

学術・文化の情報基盤の発展に寄与するデジ

タルアーカイブ。その現状と課題を知り、解

決に向けた方策を探ることをねらいとした講

演会を開催します。

　今回の講演会では、全国のアーカイブの動

向を専門的視点から紹介し、その中でも立体

の考古資料を記録・活用するのに最適なデー

タとして注目されている三次元デジタルデータ

に焦点を当てます。長年、考古資料の三次元

デジタルデータ研究を進める橿原考古学研究

所より 2 名の研究者を迎え、その現状と活用

事例、実際の計測方法などについて紹介して

頂きます。
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全国の博物館に向けたデジタ
ルアーカイブの普及啓発活動
に注力し、各地の学芸員研修
で講師を務める。年間２００
以上の博物館を訪問。

専門は文化財保存科学。２００５年
より古墳出土鏡における三次
元デジタルアーカイブに従事。

三次元計測を応用した青銅器の製
作技術、および三角縁神獣鏡を含
む古墳時代の銅鏡の研究。

必見！！文化財３D
デジタルアーカイブの裏側
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三次元デジタルデータの可能性を探る

福井県立一乗谷朝倉氏遺跡資料館 講堂

※当日会場内では、３Ｄプリンタによるレプリカ展示、
　３Ｄプリンタでの実演展示などもご覧いただけます。

※参加希望の方は、裏面の申込書にご記入の上、
　９月２２日（木）までにFAX等でお申込みください。

アーカイブの重要性と先進事例紹介

ATOS（3D 測定機器）で
朝倉氏遺跡出土品（小型品）を三次元計測

１３：３０～１６：３０住所 福井市安波賀町４－１０
9/24 土

対象：一般・県内博物館・美術館関係者　参加予定者数：先着7０名まで（要申込）
主催：福井の文化国際発信実行委員会 / 福井県博物館協議会

株式会社ミュージアムメディア研究所

内田剛史 氏代表取締役
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奈良県立橿原考古学研究所

水野敏典 氏研究員
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発掘された銅鏡発掘された銅鏡発掘された銅鏡

３次元データ３次元データ

一乗谷朝倉氏遺跡第138次発掘調査出土鏡
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平成 28 年度　文化庁
地域の核となる美術館・歴史博物館支援事業


